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ハタ科 Serranidaeとされていた日本産各種の帰属，
および高次分類群に適用する標準和名の検討

中村潤平 1・本村浩之 2

Recent molecular phylogenetic researches have reconstructed 
systematics of the traditional family Serranidae sensu Johnson 
(1983) (standard Japanese name Hata-ka has been applied). In 
this study, all Japanese species included in the traditional Ser-
ranidae and their attributed families, subfamilies, and genera 
are reviewed based on recent molecular studies with some mor-
phological features, and all relevant standard Japanese names 
applied to the families, subfamilies, and genera are re-assessed 
on the basis of the standard name guideline given by the Ichthy-
ological Society of Japan in 2020.
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 Abstract

近年の分子系統学的研究の進展により，これまで日

本国内で標準和名ハタ科が適用されていた Serranidaeの

新しい分類体系が提唱され，Serranidae (sensu Johnson, 

1983)内の各種が帰属する高次分類群が変更されてい

る（Craig and Hastings, 2007; Smith and Craig, 2007; Craig 

et al., 2011; Zhuang et al., 2013; Schoelinck et al., 2014; Ma 

and Craig, 2018）．Smith and Craig (2007)は分子系統解析

により従来の Serranidae (sensu Johnson, 1983)は多系統で

あることを明らかにし，本科に内包されていた 1亜科

の Epinephelinae (sensu Johnson, 1983)を独立した科に昇格

させ Epinephelidaeとして扱うこと，Niphon（アラ属）は

Serranidae (sensu Smith and Craig, 2007) や Epinephelidae と

遺伝的に異なる単型の科 Niphonidaeとして扱う見解が

示された．その後，Craig et al. (2011)は Serranidae (sensu 

Johnson, 1983)の分割に伴い，従来の Epinephelinae (sensu 

Johnson, 1983)内の各族（tribe）を亜科（Diploprioninae，

Epinephelinae，Grammistinae，および Liopropominae）とし

た．また，Craig et al. (2001, 2011)，Craig and Hastings (2007)，

Zhuang et al. (2013)，Ma et al. (2016)，およびMa and Craig 

(2018) な ど は，Epinephelinae (groupers: sensu Craig et al., 

2011)内の各属に帰属する種を分子系統解析により従来（例

えば，Heemstra and Randall, 1993）の分類体系から再編成

させた．

日本国内においてハタ科魚類（sensu Senou, 2013）の分

類体系や Serranidaeに対する和名は時代や出版物により流

動的であったが，日本産魚類の標準和名の起点となる中坊

（2000）以降は Serranidaeに対しては標準和名ハタ科が適

用されていた．一方，上述の新たな分類体系は，中坊・中

山（2013）や瀬能（2013）においてハタ科の分類体系が変

更される見解が得られていることが言及されているものの

適用は保留されており，日本国内では一般的に使用されて

おらず，瀬能（2000, 2013）の分類体系が広く用いられて

きた．そこで，本研究では近年の分子系統学的研究による

従来の Serranidae (sensu Johnson, 1983)の分類体系の変更に

伴い，日本産ハタ科魚類（sensu Senou, 2013）各種の帰属

およびそれらが属する高次分類群に適用する標準和名の検

討をおこなった．

材料と方法
本研究では，瀬能（2013）により日本産のハタ科

Serranidaeとされた各種，およびその後に Serranidaeもし

くは Epinephelidaeとして新種記載や日本初記録種として

日本国内から報告された種の帰属，および属する高次分

類群（科・亜科・属）の標準和名を検討した．分類体系

と高次分類群の学名は Craig and Hastings (2007)，Smith and 

Craig (2007)，Craig et al. (2011)，Schoelinck et al. (2014)，

Parenti and Randall (2020)，および Gill (2022)に基づき総合

的に検討し，各種の学名は上記の文献により帰属する属が

変更された種を除き本村（2022）にしたがった．日本産

の種が含まれる高次分類群の標準和名は「魚類の標準和
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名の命名ガイドライン」（日本魚類学会，2020）にしたが

い検討した．本報告に用いた生鮮時の写真は鹿児島大学

総合研究博物館（KAUM）のデータベースに登録されて

おり，それらの標本は同館に保管されている．標準体長

は体長または SLと表記した．使用した標本（Fig. 1）は

以下の通り：マハタ Hyporthodus septemfasciatus，KAUM–

I. 78727，体長 375.0 mm，鹿児島県指宿市山川港沖，2015

年 9月 15日，釣り（鹿児島市中央卸売市場魚類市場にて

購入），畑　晴陵；マハタモドキ H. octofasciatus，KAUM–

I. 78728，体長 253.1 mm，鹿児島県指宿市山川港沖，2015

年 9月 15日，釣り（鹿児島市中央卸売市場魚類市場にて

購入），畑　晴陵；アカハタ Epinephelus fasciatus，KAUM–I. 

146160，体長 271.6 mm，草垣群島（鹿児島県南さつま市

笠沙町片浦），2020年 9月 15日，釣り，中村潤平；アラ

Niphon spinosus，KAUM–I. 67749，体長 422.0 mm，大隅群

島種子島（鹿児島県熊毛郡中種子町熊野漁港沖），2014年

12月 19日，釣り（鹿児島市中央卸売市場魚類市場にて購

入），畑　晴陵・高山真由美．

結果と考察
本研究における日本産の Epinephelidae，Niphonidae，お

よび Serranidae各種の帰属と高次分類群に対応する標準和

名，およびそれらの瀬能（2013）との対応関係を Tables 1, 

2に示した．各高次分類群と構成種の概要は以下の通り．

Family Epinephelidae
ハタ科

Smith and Craig (2007) により Serranidae (sensu Johnson, 

1983)は多系統であることが明らかにされ，従来の

亜 科 Epinephelinae (sensu Johnson, 1983) は 独 立 し た 科

Epinephelidaeとする見解が示された．この見解は近年の多

くの出版物で採用されている（例えば，Craig et al., 2011; 

Liu et al., 2013; Tucker et al., 2016; Frable et al., 2018; Pinheiro 

et al., 2019; Johnson and Worthington Wilmer, 2019; Nakamura 

and Motomura, 2021; Nakamura, 2021; Akhilesh et al., 2021；

中村ほか，2021）．これまで日本国内において標準和名ハ

タ科は，日本産魚類の標準和名の起点となる中坊（2000）

以降 Serranidaeに対して用いられていたが，一般的に「ハ

タ」が指す種［瀬能（2013）におけるハタ族 Epinephelini

の各種］は Epinephelidaeに含まれることから，Serranidae

に対して標準和名ハタ科を継続して使用することは混乱を

招くことが想定される．そのため，日本魚類学会（2020）

の条 4.3.3にしたがい，本科に帰属する属の多く（21属中

12属）が共通する語幹は「ハタ」であること，および岡

田ほか（1935）において Epinephelidaeに対する和名とし

て「はた科」が使われた経緯から，本研究では標準和名ハ

タ科は Epinephelidaeに対して適用することが妥当である

と判断した．日本産本科には 4亜科 21属 93種が含まれる

（Table 1）．

Subfamily Diploprioninae
キハッソク亜科
従来の亜科 Epinephelinae (sensu Johnson, 1983) 内の 1

族 で あ っ た Diploprionini (sensu Johnson, 1983) は，Craig 

et al. (2011) により亜科 Diploprioninae とされた．本亜

科に適用する標準和名は，瀬能（2000, 2013）において

Diploprioniniに対して標準和名キハッソク族が用いられて

いることに加え，松原（1955）において Diploprioninaeに

対する和名としてキハッソク亜科が使用されていることか

ら，本研究では Diploprioninaeに対して標準和名キハッソ

ク亜科を適用する．日本産本亜科には 3属 3種が含まれる

（Table 1）．

Genus Aulacocephalus Temminck and Schlegel, 1843

ルリハタ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 1）：

ルリハタ Aulacocephalus temminckii Bleeker, 1855（瀬能，

2013）．日本産ハタ科魚類内で本属は，背鰭棘数が 9，臀

鰭棘数が 3，尾鰭の後縁が丸みを帯びる截形，涙骨の表面

に迷路状骨質隆起が発達する，および背鰭棘部の鰭膜に

皮褶が発達するなどの特徴によって他属と識別される（瀬

能，2013；本研究）．

Genus Belonoperca Fowler and Bean, 1930

ヤミスズキ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 1）：

ヤミスズキ Belonoperca chabanaudi Fowler and Bean, 1930

（瀬能，2013）．日本産ハタ科魚類内で本属は，背鰭鰭条が

VIII–IX-I, 10，臀鰭棘数が 2，尾鰭が截形，および涙骨の

表面に迷路状骨質隆起が発達するなどの特徴によって他属

と識別される（片山，1984b；瀬能，2013；本研究）．

Genus Diploprion Cuvier, 1828

キハッソク属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 1）：

キ ハ ッ ソ ク Diploprion bifasciatum Cuvier, 1828（ 瀬 能，

2013）．日本産ハタ科魚類内で本属は，背鰭鰭条が VIII, 

13–16，臀鰭棘数が 2，尾鰭が円形，および背鰭棘部の鰭

膜に皮褶が発達するなどの特徴によって他属と識別される

（瀬能，2013；本研究）．

Subfamily Epinephelinae
ハタ亜科
従 来 の 亜 科 Epinephelinae (sensu Johnson, 
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1983)に含まれていた 4族は，Craig et al. (2011)によりそ

れぞれが亜科として扱われ，その内の 1族 Epinephelini 

(sensu Johnson, 1983)が亜科 Epinephelinaeとされた．Epine-

phelinaeに適用する標準和名は，一貫してハタ亜科が用い

られてきたことから（例えば，岡田・松原，1938；松原，

1955；瀬能，2000, 2013），本研究においても Epinephelinae

に対して標準和名ハタ亜科を適用する．日本産本亜科には

11属 70種が含まれる（Table 1）．

Genus Aethaloperca Fowler, 1904

クロハタ属
Ma and Craig (2018)は分子系統解析により Aethaloperca

は Cephalopholisに内包される見解を示したが，本研究で

は暫定的に Aethalopercaを有効な属として扱った（詳細は

「高次分類群の有効性に関する扱い」の項を参照）．日本産

本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 1）：クロハタ

Aethaloperca rogaa (Forsskål, 1775)（瀬能，2013）．日本産

ハタ科魚類内で本属は，背鰭棘数が 9，尾鰭が截形，涙骨

の表面が円滑，および胸鰭上方部の鰭条が最長などの特

徴によって他属と識別される（瀬能，2013；本研究）．

Genus Anyperodon Günther, 1859

アズキハタ属
Ma and Craig (2018)は，Anyperodonが Epinephelusに内

包される見解を示したが，本研究では暫定的に Anyperodon

を有効な属として扱った（詳細は「高次分類群の有効

性に関する扱い」の項を参照）．日本産本属には以下の

1種のみが含まれる（Table 1）：アズキハタ Anyperodon 

leucogrammicus (Valenciennes, 1828)（瀬能，2013）．日本産

ハタ科魚類内で本属は，背鰭棘数が 11，体高が低い，胸

鰭軟条数が 15–17，および口蓋骨に歯がないなどの特徴に

よって他属と識別される（Heemstra and Randall, 1993；瀬能，

2013；本研究）．

Genus Cephalopholis Bloch and Schneider, 1801

ユカタハタ属
日本産本属には以下の 13種が含まれる（Table 1）：

ア オ ノ メ ハ タ Cephalopholis argus Schneider, 1801， ハ

ナ ハ タ Cephalopholis aurantia (Valenciennes, 1828)， ヤ

ミハタ Cephalopholis boenak (Bloch, 1790)，サミダレハ

タ Cephalopholis cyanostigma (Valenciennes, 1828)， ア オ

ス ジ ハ タ Cephalopholis formosa (Shaw, 1812)， シ マ ハ

タ Cephalopholis igarashiensis Katayama, 1957， ミ ナ ミ

イ ソ ハ タ Cephalopholis leopardus (Lacepède, 1801)， ユ

カタハタ Cephalopholis miniata (Forsskål, 1775)，ミナミ

ハ タ Cephalopholis polleni (Bleeker, 1868)， コ ク ハ ン ハ

タ Cephalopholis sexmaculata (Rüppell, 1830)， ア ザ ハ タ

Cephalopholis sonnerati (Valenciennes, 1828)， ア カ ハ ナ

Cephalopholis spiloparaea (Valenciennes, 1828)， お よびニ

ジハタ Cephalopholis urodeta (Forster, 1801)（瀬能，2013; 

Nakamura et al., 2020）．日本産ハタ科魚類内で本属は，背

鰭棘数が 9，背鰭棘間の鰭膜が切れ込む，尾鰭が円形もし

くは後縁が丸みを帯びる截形（ただし，ミナミハタは截形），

涙骨の表面が円滑，および胸鰭中央部の鰭条が最長など

の特徴によって他属と識別される（Heemstra and Randall, 

1993；瀬能，2013；本研究）．

Genus Chromileptes Swainson, 1839

サラサハタ属
Ma and Craig (2018) は，Chromileptes が Epinephelus

に内包される見解を示したが，本研究では暫定的に

Chromileptesを有効な属として扱った（詳細は「高次分

類群の有効性に関する扱い」の項を参照）．日本産本属

には以下の 1種のみが含まれる（Table 1）：サラサハタ

Chromileptes altivelis (Valenciennes, 1828)（ 瀬 能，2013）．

日本産ハタ科魚類内で本属は，背鰭棘数が 10，臀鰭軟条

数が通常 10，および頭部背縁が凹状などの特徴によっ

て他属と識別される（Heemstra and Randall, 1993；瀬能，

2013；本研究）．

Genus Epinephelus Bloch, 1793

アカハタ属（新称）
これまで長らく Epinephelusに対する標準和名はマハ

タ属が用いられてきた（例えば，岡田・松原，1938；松

原，1955；片山，1984b；瀬能，1993, 2000, 2013）．しか

し，従来 Epinephelusに帰属されていたマハタ Hyporthodus 

septemfasciatus (Thunberg, 1793)（Fig. 1A）とマハタモド

キ Hyporthodus octofasciatus (Griffin, 1926)（Fig. 1B）は形

態および遺伝的に Epinephelusとは別属であることが示

され Hyporthodus Gill, 1861に帰属が変更された（Craig 

and Hastings, 2007; Craig et al., 2011）．そのため，これま

で Epinephelusに対する標準和名の語幹となっていたマ

ハタが含まれない本属に対してマハタ属を用いることは

混乱を招くことが想定されるため適切ではない．した

がって，本研究では日本魚類学会（2020）の条 4.2.1に

したがい Epinephelusに対する標準和名には，本属のタイ

プ種であるアカハタ Epinephelus fasciatus (Forsskål, 1775)

（Fig. 1C）に基づき新標準和名アカハタ属を提唱する．日

本産本属には以下の 44種が含まれる（Table 1）：キジハ

タ Epinephelus akaara (Temminck and Schlegel, 1843)，ヤハ

ズアオハタ Epinephelus amblycephalus (Bleeker, 1857)，オ

オモンハタ Epinephelus areolatus (Forsskål, 1775)，アオハ

タ Epinephelus awoara (Temminck and Schlegel, 1843)， キ

テンハタ Epinephelus bleekeri (Vaillant, 1878)，シラヌイ
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ハ タ Epinephelus bontoides (Bleeker, 1855)， ク エ Epine-

phelus bruneus Bloch, 1793， ハ ク テ ン ハ タ Epinephelus 

coeruleopunctatus (Bloch, 1790)， チ ャ イ ロ マ ル ハ タ

Epinephelus coioides (Hamilton, 1822)，ホシヒレグロハタ

Epinephelus corallicola (Valenciennes, 1828)，スミツキアオ

ハタ Epinephelus craigi Frable, Tucker and Walker, 2018，ツ

チ ホ ゼ リ Epinephelus cyanopodus (Richardson, 1846)， コ

モ ン ハ タ Epinephelus epistictus (Temminck and Schlegel, 

1843)， オ ビ ハ タ Epinephelus fasciatomaculosus (Peters, 

1865)，アカハタ Epinephelus fasciatus (Forsskål, 1775)，ア

カマダラハタ Epinephelus fuscoguttatus (Forsskål, 1775)，ホ

ホスジハタ Epinephelus heniochus (Fowler, 1904)，イシガ

キハタ Epinephelus hexagonatus (Forster, 1801)，ヒレグロ

ハタ Epinephelus howlandi (Günther, 1873)，マホロバハタ

Epinephelus insularis Nakamura and Motomura, 2021， ヒ レ

ナガハタ Epinephelus irroratus (Forster, 1801)，ホウセキハ

タ Epinephelus japonicus (Temminck and Schlegel, 1843)，コ

クテンアオハタ Epinephelus kupangensis Tucker, Kurniasih 

and Craig, 2016，タマカイ Epinephelus lanceolatus (Bloch, 

1790)，オオスジハタ Epinephelus latifasciatus (Temminck 

and Schlegel, 1843)，キビレハタ Epinephelus macrospilos 

(Bleeker, 1855)， シ ロ ブ チ ハ タ Epinephelus maculatus 

(Bloch, 1790)， ウ グ イ ス ゴ マ ダ ラ ハ タ Epinephelus 

magniscuttis Postel, Fourmanoir and Guézé, 1963，ヤイトハ

タ Epinephelus malabaricus (Bloch and Schneider, 1801)， ス

ミツキハタ Epinephelus melanostigma Schultz, 1953，カン

モンハタ Epinephelus merra Bloch, 1793，ホウセキハタ

モドキ Epinephelus miliaris (Valenciennes, 1830)，ホウキ

ハタ Epinephelus morrhua (Valenciennes, 1833)，ナミハタ

Epinephelus ongus (Bloch, 1790)，イヤゴハタ Epinephelus 

poecilonotus (Temminck and Schlegel, 1843)， マ ダ ラ ハ

タ Epinephelus polyphekadion (Bleeker, 1849)， モ ヨ ウ ハ

タ Epinephelus quoyanus (Valenciennes, 1830)， カ ケ ハ シ

ハタ Epinephelus radiatus (Day, 1868)，アカハタモドキ

Epinephelus retouti Bleeker, 1868，シモフリハタ Epinephelus 

rivulatus (Valenciennes, 1830)，アライソハタ Epinephelus 

socialis (Günther, 1873)， ヒ ト ミ ハ タ Epinephelus tauvina 

(Forsskål, 1775)， ノ ミ ノ ク チ Epinephelus trimaculatus 

(Valenciennes, 1828)，およびカスリハタ Epinephelus tukula 

Morgans, 1959（瀬能，2013；藤原ほか，2015; Nakamura et 

al., 2018; Inoue et al., 2020；鈴木ほか，2020; Nakamura and 

Motomura, 2021；本研究）．日本産ハタ科魚類内で本属は，

背鰭棘数が 11，臀鰭軟条数が通常 8，腹鰭起部が基本的に

胸鰭基底部の直下もしくは後方に位置する，および口蓋骨

に歯があるなどの特徴によって他属と概ね識別されるが

（Heemstra and Randall, 1993；瀬能，2013；本研究），本属

は多様な形態をもつ多くの種が含まれているため日本産種

に限っても形態的な定義を定めることは困難である．

Genus Gracila Randall, 1964

タテスジハタ属
Ma and Craig (2018)は，Gracilaが Cephalopholisに内包

される見解を示したが，本研究では暫定的に Gracilaを有

効な属として扱った（詳細は「高次分類群の有効性に関

する扱い」の項を参照）．日本産本属には以下の 1種のみ

が含まれる（Table 1）：タテスジハタ Gracila albomarginata 

Fig. 1. Photographs of Hyporthodus septemfasciatus (A: KAUM–I. 78727, 375.0 mm SL), H. octofasciatus (B: KAUM–I. 78728, 
253.1 mm SL), Epinephelus fasciatus (C: KAUM–I. 146160, 271.6 mm SL), and Niphon spinosus (D: KAUM–I. 67749, 422.0 mm 
SL).
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(Fowler and Bean, 1930)（瀬能，2013）．日本産ハタ科魚類

内で本属は，背鰭棘数が 9，背鰭棘の鰭膜が切れ込まない，

尾鰭が截形もしくは湾入形，涙骨の表面が円滑，および胸

鰭中央部の鰭条が最長などの特徴によって他属と識別され

る（Heemstra and Randall, 1993；瀬能，2013；本研究）．

Genus Hyporthodus Gill, 1861

マハタ属
Craig and Hastings (2007)は分子系統解析に基づき従来

の Epinephelus内の 11種を Hyporthodusへと帰属を変更し

た．日本産種ではマハタ H. septemfasciatus（Fig. 1A）と

マハタモドキ H. octofasciatus（Fig. 1B）が該当し，この見

解は現在広く支持されている（例えば，Craig et al., 2011; 

Zhuang et al., 2013; Ma and Craig, 2018; Parenti and Randall, 

2020; Fricke et al., 2022）．Hyporthodusは基本的に深場に生

息しており大型化し，体高が高い，腹鰭起部が胸鰭基底部

の直下もしくは前方に位置する，擬鎖骨と烏口骨の開口

は細長い三角形，および体色がくすんだ茶色やオリーブ

色であることなどの形質を共有する（Craig et al., 2011；瀬

能，2013; Ma and Craig, 2018）．標準和名マハタ属はこれま

で Epinephelusに対して適用されてきたが（Epinephelusの

項を参照），語幹となっているマハタが Hyporthodusに帰

属が変更されたことから，本研究では標準和名マハタ属は

Hyporthodusに対して用いるべきであると判断した．

日本産本属には以下の 2種が含まれる（Table 1）：マ

ハタモドキ Hyporthodus octofasciatus (Griffin, 1926)とマハ

タ Hyporthodus septemfasciatus (Thunberg, 1793)（Craig and 

Hastings 2007; Craig et al., 2011；瀬能，2013；本研究）．日

本産ハタ科魚類内で本属は，背鰭棘数が 11，臀鰭軟条数

が 9–10，腹鰭起部が胸鰭基底部の直下もしくは前方に位

置する，口蓋骨に歯がある，および体色が暗色で，体側に

白色横帯がある（老成魚では横帯は不明瞭）などの特徴に

よって他属と識別される（Craig et al., 2011；瀬能，2013；

本研究）．

Genus Plectropomus Oken, 1817

スジアラ属
日本産本属には以下の 3種が含まれる（Table 1）：オ

オアオノメアラ Plectropomus areolatus (Rüppell, 1830)，コ

クハンアラ Plectropomus laevis (Lacepède, 1801)，および

スジアラ Plectropomus leopardus (Lacepède, 1802)（瀬能，

2013）．日本産ハタ科魚類内で本属は，背鰭棘数が 8，前

鰓蓋骨後縁が鋸歯状，臀鰭が 3棘で，第 1棘が顕著ではな

く皮下に埋没する，および体に斑点があるなどの特徴に

よって他属と識別される（瀬能，2013；本研究）．

Genus Saloptia Smith, 1963

ヤマブキハタ属
Ma and Craig (2018)は，Saloptiaが Plectropomusに内包

される見解を示したが，本研究では暫定的に Saloptiaを有

効な属として扱った（詳細は「高次分類群の有効性に関す

る扱い」の項を参照）．日本産本属には以下の 1種のみが

含まれる（Table 1）：ヤマブキハタ Saloptia powelli Smith, 

1964（瀬能，2013）．日本産ハタ科魚類内で本属は，背鰭

棘数が 8，前鰓蓋骨後縁が鋸歯状，臀鰭が 3棘で，第 1棘

が顕著で露出する，および体に斑点がないなどの特徴に

よって他属と識別される（瀬能，2013；本研究）．

Genus Triso Randall, Johnson and Lowe, 1989

トビハタ属
Ma and Craig (2018) は，Triso が Hyporthodus に内包さ

れる見解を示したが，本研究では暫定的に Trisoを有効な

属として扱った（詳細は「高次分類群の有効性に関する

扱い」の項を参照）．日本産本属には以下の 1種のみ種が

含まれる（Table 1）：トビハタ Triso dermopterus (Temminck 

and Schlegel, 1843)（瀬能，2013）．日本産ハタ科魚類内で

本属は，背鰭棘数が 11，臀鰭軟条数が 9–10，眼隔域が凸状，

および体が一様に暗色などの特徴によって他属と識別され

る（瀬能，2013; Hata and Motomura, 2021；本研究）．

Genus Variola Swainson, 1839

バラハタ属
日本産本属には以下の 2種が含まれる（Table 1）：オジ

ロバラハタ Variola albimarginata Baissac, 1953とバラハタ

Variola louti (Forsskål, 1775)（瀬能，2013）．日本産ハタ科

魚類内で本属は，背鰭棘数が 9および尾鰭が三日月形など

の特徴によって他属と識別される（瀬能，2013；本研究）．

Subfamily Grammistinae
ヌノサラシ亜科
従来の亜科 Epinephelinae (sensu Johnson, 1983)内の 1族

であった Grammistini (sensu Johnson, 1983)は，Craig et al. 

(2011)により亜科 Grammistinaeとされた．本亜科に適用

する標準和名は，瀬能（2000, 2013）において Grammistini

に対して標準和名ヌノサラシ族が用いられていることに加

え，松原（1955）において Grammistinaeに対する和名と

してヌノサラシ亜科が使用されていることから，本研究で

は Grammistinaeに対して標準和名ヌノサラシ亜科を適用

する．日本産本亜科には 6属 8種が含まれる（Table 1）．

Genus Aporops Schultz, 1943

ヤマトトゲメギス属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 1）：

ヤマトトゲメギス Aporops bilinearis Schultz, 1943（瀬能，
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2013）．日本産ハタ科魚類内で本属は，背鰭棘数が 7，臀

鰭軟条数が 19–21，および側線が 2本などの特徴によって

他属と識別される（瀬能，2013；本研究）．

Genus Grammistes Bloch and Schneider, 1801

ヌノサラシ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 1）：

ヌノサラシ Grammistes sexlineatus (Thunberg, 1792)（瀬能，

2013）．日本産ハタ科魚類内で本属は，背鰭棘数が 7，臀

鰭軟条数が 9，および下顎に皮弁があるなどの特徴によっ

て他属と識別される（瀬能，2013；本研究）．

Genus Grammistops Schultz, 1953

ジャノメヌノサラシ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 1）：

ジャノメヌノサラシ Grammistops ocellatus Schultz, 1953（瀬

能，2013）．日本産ハタ科魚類内で本属は，背鰭棘数が

6–7，臀鰭軟条数が 8–9，および側線が 1本などの特徴によっ

て他属と識別される（瀬能，2013；吉田・本村，2015；本

研究）．

Genus Pogonoperca Günther, 1859

アゴハタ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 1）：

アゴハタ Pogonoperca punctata (Valenciennes, 1830)（瀬能，

2013）．日本産ハタ科魚類内で本属は，背鰭棘数が 8，臀

鰭軟条数が 8，および下顎に皮弁があるなどの特徴によっ

て他属と識別される（瀬能，2013；本研究）．

Genus Pseudogramma Bleeker, 1875

トゲメギス属
日本産本属には以下の 2種が含まれる（Table 1）：カグ

ツチトゲメギス Pseudogramma brederi (Hildebrand, 1940)と

トゲメギスPseudogramma polyacantha (Bleeker, 1856)（瀬能，

2013; Williams and Viviani, 2016; Yoshida et al., 2020）．日本

産ハタ科魚類内で本属は，背鰭棘数が 7–8，臀鰭軟条数

が 16–18，側線が 1本，および頭部背面に明色線がないな

どの特徴によって他属と識別される（Randall and Baldwin, 

1997；瀬能，2013; Yoshida et al., 2020；本研究）．

Genus Suttonia Smith, 1953

クレナイトゲメギス属
Endo and Kenmotsu (2013)により本属に対して新標準

和名クレナイトゲメギス属が提唱された．日本産本属に

は以下の 2種が含まれる（Table 1）：クレナイトゲメギ

ス Suttonia coccinea Endo and Kenmotsu, 2013 とカザンク

レナイトゲメギス Suttonia lineata Gosline, 1960（Endo and 

Kenmotsu, 2013; Yoshida et al., 2018）．日本産ハタ科魚類内

で本属は，背鰭棘数が 7，臀鰭軟条数が 18–22，側線が 1本，

および頭部背面に明色線があるなどの特徴によって他属と

識別される（Randall and Baldwin, 1997；瀬能，2013; Endo 

and Kenmotsu, 2013; Yoshida et al., 2018；本研究）．

Subfamily Liopropominae
ハナスズキ亜科（新称）
従来の亜科 Epinephelinae (sensu Johnson, 1983) 内の 1

族であった Liopropomini (sensu Johnson, 1983) は，Craig 

et al. (2011) により亜科 Liopropominae とされた．本亜

科に適用する標準和名は，瀬能（2000, 2013）において

Liopropominiに対して標準和名ハナスズキ族が用いられて

いることに加え，日本魚類学会（2020）においいては亜科

の標準和名について言及されていないものの，条 4.3.1を

参考に本亜科のタイプ属が Liopropoma Gill, 1861であるこ

とから，本研究では Liopropominaeに対して新標準和名ハ

ナスズキ亜科を提唱する．日本産本亜科には 1属 12種が

含まれる（Table 1）．

Genus Liopropoma Gill, 1861

ハナスズキ属
日本産本属には以下の 12種が含まれる（Table 1）：バ

ラスズキ Liopropoma aragai Randall and Taylor, 1988，フタ

イロハナスズキ Liopropoma dorsoluteum Kon, Yoshino and 

Sakurai, 1999，ベニスズキ Liopropoma erythraeum Randall 

and Taylor, 1988，トゲハナスズキ Liopropoma japonicum 

(Döderlein, 1883)，ツルグエ Liopropoma latifasciatum (Tanaka, 

1922)，クロオビスズキ Liopropoma lemniscatum Randall 

and Taylor, 1988，ゴマハナスズキ Liopropoma lunulatum 

(Guichenot, 1863)， ハ ナ ス ズ キ Liopropoma maculatum 

(Döderlein, 1883)， ヨ コ ヤ マ ハ ナ ス ズ キ Liopropoma 

mitratum Lubbock and Randall, 1978， モ モ ハ ナ ス ズ キ

Liopropoma pallidum (Fowler, 1938)，コスジハナスズキ

Liopropoma susumi (Jordan and Seale, 1906)，およびボロジ

ノハナスズキLiopropoma tonstrinum Randall and Taylor, 1988

（瀬能，2013; Koeda et al., 2015）．日本産ハタ科魚類内で本

属は，背鰭棘数が 8，主上顎骨後下縁に下方突起がある，

前鰓蓋骨後縁が鋸歯状，および腹鰭第 5軟条と腹部の間に

鰭膜がないなどの特徴によって他属と識別される（瀬能，

2013；本研究）．

Family Niphonidae
アラ科
アラ Niphon spinosus Cuvier, 1828（Fig. 1D）の系統位置

関係は流動的であり，これまで日本国内においてアラは

Niphonidae（岡田ほか，1935），Serranidae（岡田・松原，
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1938；松原，1955；Katayama, 1960；瀬能，2000，2013），

Centropomidae（益田ほか，1975），および Percichthyidae

（片山，1984a；波戸岡，1993；望月，1997）のように時

代や出版物により異なる科に帰属されていた（Hata and 

Motomura, 2019；本研究）．Smith and Craig (2007)は分子

系統学的にアラの単系統性を示し，アラ属 Niphon Cuvier, 

1828のみから構成され独立した科である Niphonidaeとし

た．そのため，本研究では Smith and Craig (2007)の分類体

系にしたがいアラが属する科を Niphonidaeとした．なお，

現在も研究者によりアラの系統的位置の取り扱いは異な

るものの，Smith and Craig (2007)の見解は一般的に支持さ

れている（例えば，Schoelinck et al., 2014; Betancur-R et al., 

2017; Fricke et al., 2022）．Niphonidaeに対して適用する標

準和名は，岡田ほか（1935）において和名 “あら科 ”が使

用された経緯に加え，日本魚類学会（2020）の条 4.3.1に

したがい本科のタイプ属がアラ属 Niphonであることから，

標準和名アラ科を適用する．日本産本科には 1属 1種が含

まれる（Table 2）．

Genus Niphon Cuvier, 1828

アラ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 2）：

アラ Niphon spinosus Cuvier, 1828（瀬能，2013）．本属は背

鰭鰭条数が XIII, 10–11，前鰓蓋骨後縁と下縁は鋸歯状，前

鰓蓋隅角部に強大な 1棘がある，および鰓蓋上部に 3棘が

あるなどの形態的特徴をもつ（片山，1984a；瀬能，2013; 

Hata and Motomura, 2019）．

Family Serranidae
ハナダイ科
これまで Serranidaeに対する和名は年代により流動的で

あり，ハナダイ科［岡田ほか，1935: p. 37（表記は，はな

だひ科），ただし p. 146ではサクラダヒ科と表記］，スズキ

科［例えば，岡田・松原，1938（表記は，ススキ科）；松

原，1955；益田ほか，1975］，およびハタ科（例えば，片

山，1984b；瀬能，1993, 1997, 2000, 2013）が用いられてき

た．日本魚類学会（2020）により標準和名の起点とされ

た中坊（2000）以降は Serranidaeに対してハタ科が用いら

れてきたが，本研究により標準和名ハタ科は Epinephelidae

に対して適用されたため，Serranidaeに対しては別の標準

和名を用いる必要がある．そのため，岡田ほか（1935）に

おいて Serranidaeに対して和名「はなだひ科」が使用され

ていることに加え，日本魚類学会（2020）の条 4.3.3にし

たがい本科に帰属する属の多く（16属中 7属）が共通す

る語幹である「ハナダイ」に基づき，Serranidaeに対して

標準和名ハナダイ科を適用することを提唱する．なお，本

科のタイプ属 Serranus Cuvier, 1816は日本国内に分布せず，

上記の経緯から帰属する代表的な属を選定するのは妥当で

ないと判断し，本研究では日本魚類学会（2020）の条 4.3.1

や条 4.3.2ではなく条 4.3.3を適用させた．日本産本科には

2亜科 16属 63種が含まれる（Table 2）．

Subfamily Anthiadinae
ハナダイ亜科
本亜科の学名は Anderson (2018)にしたがった．日本産

本亜科には 15属 59種が含まれる（Table 2）．

Genus Caprodon Temminck and Schlegel, 1843

アカイサキ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 2）：

ア カ イ サ キ Caprodon schlegelii (Günther, 1859)（ 瀬 能，

2013）．日本産ハナダイ科魚類内で本属は，背鰭鰭条が X, 

19–21，側線有孔鱗数が 57–61，体が強く側扁し，体高が

高い，および尾鰭が截形もしくは截形に近い形状であるな

どの特徴によって他属と識別される（瀬能，2013；本研究）．

Genus Luzonichthys Herre, 1936

ミナミハナダイ属
日本産本属には以下の 2種が含まれる（Table 2）：ミ

ナミハナダイ Luzonichthys waitei (Fowler, 1931)とソメワケ

ミナミハナダイ Luzonichthys whitleyi (Smith, 1955)（瀬能，

2013）．日本産ハナダイ科魚類内で本属は，背鰭鰭条が X, 

15–16，側線有孔鱗数が 51–74，背鰭が大きく欠刻する，

および尾鰭が二叉型などの特徴によって他属と識別される

（瀬能，2013；本研究）．

Genus Meganthias Randall and Heemstra, 2006

イトマンオオキンギョ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 2）：

イトマンオオキンギョ Meganthias kingyo (Kon, Yoshino and 

Sakurai, 2000)（瀬能，2013）．日本産ハナダイ科魚類内で

本属は，背鰭鰭条が X, 16–17，臀鰭軟条数が 9，側線有孔

鱗数が 46–48，体が強く側扁し，円形に近い，舌上に硬い

卵円形の歯板がある，および尾鰭が二叉型などの特徴に

よって他属と識別される（瀬能，2013；和田ほか，2020；

本研究）．

Genus Mirolabrichthys Herre, 1927

ハナゴイ属
Gill (2022)により従来 Pseudanthias Bleeker, 1871に帰

属されていたハナゴイ Mirolabrichthys pascalus (Jordan 

and Tanaka, 1927)は Mirolabrichthysに変属された［本属

に適用する標準和名は栗岩（2022c）を参照］．日本産本

属には以下の 1種のみが含まれる（Table 2）：ハナゴイ
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Mirolabrichthys pascalus (Jordan and Tanaka, 1927)（ 瀬 能，

2013; Gill, 2022）．日本産ハナダイ科魚類内で本属は，背

鰭鰭条が X, 15–17，側線有孔鱗数が 48–52，体が側扁し，

体高が低い，眼の後縁に小乳頭状突起がある，下鰓蓋骨後

縁が円滑，雄の成魚は背鰭第 10棘が最長で，軟条部が後

半に向かうにつれ高くなる，および成魚の臀鰭後縁が尖る

などの特徴によって他属と識別される（瀬能，2013; Gill, 

2022；本研究）．

Genus Nemanthias Smith, 1954

アカネハナゴイ属
Gill (2022)により従来 Pseudanthiasに帰属されていたフ

タイロハナゴイ Nemanthias bicolor (Randall, 1979)とアカネ

ハナゴイ Nemanthias dispar (Herre, 1955)は Nemanthiasに変

属された［本属に適用する標準和名は栗岩（2022a）を参

照］．日本産本属には以下の 2種が含まれる（Table 2）：フ

タイロハナゴイ Nemanthias bicolor (Randall, 1979)とアカネ

ハナゴイ Nemanthias dispar (Herre, 1955)（瀬能，2013; Gill, 

2022）．日本産ハナダイ科魚類内で本属は，背鰭鰭条が X, 

16–18，側線有孔鱗数が 55–64，体が側扁し，体高が低い，

眼の後縁に小乳頭状突起がない，下鰓蓋骨後縁が円滑，お

よび背鰭起部が比較的前方（前鰓蓋骨と鰓蓋骨の中間の直

上付近）に位置するなどの特徴によって他属と識別される

（瀬能，2013; Gill, 2022；本研究）．

Genus Odontanthias Bleeker, 1873

イッテンサクラダイ属
日本産本属には以下の 5種が含まれる（Table 2）：マ

ダラハナダイ Odontanthias borbonius (Valenciennes, 1828)，

ハタタテハナダイ Odontanthias flagris Yoshino and Araga, 

1975， バ ラ ハ ナ ダ イ Odontanthias katayamai (Randall, 

Maugé and Plessis, 1979)，ボロサクラダイ Odontanthias 

rhodopeplus (Günther, 1872)，およびイッテンサクラダイ

Odontanthias unimaculatus (Tanaka, 1917)（瀬能，2013）．日

本産ハナダイ科魚類内で本属は，背鰭鰭条が X, 12–18，臀

鰭軟条数が 7–8，側線有孔鱗数が 30–46，体が側扁し，体

高が高い，舌上に硬い卵円形の歯板がある，背鰭軟条の数

本が糸状に伸びる，および尾鰭が二叉形などの特徴によっ

て他属と識別される（瀬能，2013；本研究）．

Genus Plectranthias Bleeker, 1873

イズハナダイ属
日本産本属には以下の 19種が含まれる（Table 2）：チ

ゴハナダイ Plectranthias altipinnatus Katayama and Masuda, 

1980， ア ズ マ ハ ナ ダ イ Plectranthias azumanus (Jordan 

and Richardson, 1910)， ミ ズ ホ ハ ナ ダ イ Plectranthias 

elongatus Wu, Randall and Chen, 2011，トビイシハナダイSc
ie
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Plectranthias fourmanoiri Randall, 1980，カスミサクラダ

イ Plectranthias japonicus (Steindachner, 1883)， イ ズ ハ ナ

ダイ Plectranthias kamii Randall, 1980，ミカヅキハナダイ

Plectranthias kojiorum Koeda, Muto and Wada, 2021，ムラモ

ミジハナダイ Plectranthias longimanus (Weber, 1913)，ア

ヤメイズハナダイ Plectranthias maekawa Wada, Senou and 

Motomura, 2018，チビハナダイ Plectranthias nanus Randall, 

1980，オシャレハナダイ Plectranthias pelicieri Randall 

and Shimizu, 1994，チュラシマハナダイ Plectranthias 

ryukyuensis Wada, Suzuki, Senou and Motomura, 2020，ニシ

キハナダイ Plectranthias sagamiensis (Katayama, 1964)，キ

オビイズハナダイ Plectranthias sheni Chen and Shao, 2002，

ヒノマルハナダイ Plectranthias takasei Gill, Tea and Senou, 

2016，フジナハナダイ Plectranthias wheeleri Randall, 1980，

デイゴハナダイ Plectranthias winniensis (Tyler, 1966)，ユズ

ノミハナダイ Plectranthias xanthomaculatus Wu, Randall and 

Chen, 2011，およびアマミハナダイ Plectranthias yamakawai 

Yoshino, 1972（岡本ほか，2012；瀬能，2013, 2014; Gill et 

al., 2016, 2021a；岡本・本村，2017; Tashiro and Motomura, 

2017；藤原ほか，2017; Wada et al., 2018, 2020；川路ほか，

2019; Koeda et al., 2021a, b）．日本産ハナダイ科魚類内で本

属は，背鰭鰭条が X, 13–20，側線有孔鱗数が 8–46，総鰓

耙数が 12–31，体がやや側扁し，比較的体高が高い，背鰭

棘間が切れ込む，および尾鰭が深く湾入しないなどの特徴

によってスミツキハナダイ属 Selenanthias Tanaka, 1918（ス

ミツキハナダイ属の特徴についてはスミツキハナダイ属の

項を参照）以外の他属と識別される（瀬能，2013; Gill et 

al., 2021a；本研究）．

Genus Pseudanthias Bleeker, 1871

ナガハナダイ属
Gill et al. (2021b)は予備的な分子系統解析によりナガハ

ナダイ属 Pseudanthiasは単系統でなく，ミナミハナダイ

属 Luzonichthys，アカネハナゴイ属 Nemanthias，イッテン

サクラダイ属 Odontanthias，ハナゴンベ属 Serranocirrhitus 

Watanabe, 1949，ヒメハナダイ属 Tosana Smith and Pope, 

1906，およびイトヒキハナダイ属 Tosanoides Kamohara, 

1953が Pseudanthiasに内包される見解を示し，本属の系

統的位置付けの再検討の必要性を示した．日本産本属には

以下の 15種と 1学名未決定種が含まれる（Table 2）：バラ

ナガハナダイ Pseudanthias caudalis Kamohara and Katayama, 

1959，カシワハナダイ Pseudanthias cooperi (Regan, 1902)，

ナガハナダイ Pseudanthias elongatus (Franz, 1910)，スジ

ハナダイ Pseudanthias fasciatus (Kamohara, 1955)，ケラマ

ハナダイ Pseudanthias hypselosoma Bleeker, 1877，シロオ

ビハナダイ Pseudanthias leucozonus (Katayama and Masuda, 

1982)，スミレナガハナダイ Pseudanthias pleurotaenia 

(Bleeker, 1857)，フチドリハナダイ Pseudanthias randalli 

(Lubbock and Allen, 1978)，アカオビハナダイ Pseudanthias 

rubrizonatus (Randall, 1983)， イ ト ヒ キ コ ハ ク ハ ナ ダ

イ Pseudanthias rubrolineatus (Fourmanoir and Rivaton, 

1979)，ベニハナダイ Pseudanthias sp.，キンギョハナダ

イ Pseudanthias squamipinnis (Peters, 1855)，リュウキュウ

ハナダイ Pseudanthias taira Schmidt, 1931，ボニンハナダ

イ Pseudanthias tequila Gill, Tea and Senou, 2017，クマソハ

ナダイ Pseudanthias venator Snyder, 1911，およびニラミハ

ナ ダ イ Pseudanthias ventralis ventralis (Randall, 1979)（ 瀬

能，2013; Gill et al., 2017；本研究）．本属は背鰭鰭条が X, 

11–18，臀鰭軟条数が 7–8，胸鰭軟条数が 16–21，側線有

孔鱗数が 37–56，体が側扁する，背鰭が欠刻しない，お

よび臀鰭後縁が丸みを帯びるなどの特徴をもつが（片山，

1984b；瀬能，2013; Gill, 2022；本研究），上述のように本

属は単系統ではないことに加え，多くの種を含むため，日

本産に限っても属単位で他属との識別形質を確立させるこ

とは困難である．

Genus Pyronotanthias Gill, 2022

アカボシハナゴイ属
従来 Pseudanthiasに帰属されていたアサヒハナゴイ

Pyronotanthias flavoguttatus (Katayama and Masuda, 1980)，

アカボシハナゴイ Pyronotanthias lori (Lubbock and Randall, 

1976)， コ ウ リ ン ハ ナ ダ イ Pyronotanthias parvirostris 

(Randall and Lubbock, 1981)，およびオオテンハナゴイ

Pyronotanthias smithvanizi (Randall and Lubbock, 1981) は，

Gill (2022)により新属 Pyronotanthiasに変属された［本属

に適用する標準和名は栗岩（2022b）を参照］．日本産本

属には以下の 4種が含まれる（Table 2）：アサヒハナゴイ

Pyronotanthias flavoguttatus (Katayama and Masuda, 1980)，

アカボシハナゴイ Pyronotanthias lori (Lubbock and Randall, 

1976)，コウリンハナダイ Pyronotanthias parvirostris (Randall 

and Lubbock, 1981)，およびオオテンハナゴイ Pyronotan-

thias smithvanizi (Randall and Lubbock, 1981)（瀬能，2013; 

Gill, 2022）．日本産ハナダイ科魚類内で本属は，背鰭鰭条

が X, 15–17，側線有孔鱗数が 41–52，体が側扁し，体高が

低い，眼の後縁に小乳頭状突起がある，下鰓蓋骨後縁が円

滑，および臀鰭後縁が丸みを帯びるなどの特徴によって他

属と識別される（瀬能，2013; Gill, 2022；本研究）．

Genus Rabaulichthys Allen, 1984

ホカケハナダイ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 2）：

ホカケハナダイ Rabaulichthys suzukii Masuda and Randall, 

2001（瀬能，2013）．日本産ハナダイ科魚類内で本属は，

背鰭鰭条が X, 16，側線有孔鱗数が 51–55，背鰭が欠刻せず，
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背鰭棘部の中央が背鰭軟条部より高い，および腹鰭先端が

丸みを帯びるなどの特徴によって他属と識別される（瀬能，

2013；本研究）．

Genus Sacura Jordan and Richardson, 1910

サクラダイ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 2）：

サクラダイ Sacura margaritacea (Hilgendorf, 1879)（瀬能，

2013）．日本産ハナダイ科魚類内で本属は，背鰭鰭条が X, 

16–18，側線有孔鱗数が 26–30，体が強く側扁し，体高が

高い，背鰭軟条の 1–3本が糸状に伸びる，および尾鰭が

深い湾入形などの特徴によって他属と識別される（瀬能，

2013；本研究）．

Genus Selenanthias Tanaka, 1918

スミツキハナダイ属
日本産本属には以下の 1種と 1学名未決定種が含まれ

る（Table 2）：スミツキハナダイ Selenanthias analis Tanaka, 

1918とキイハナダイ Selenanthias sp.（瀬能，2013；池田・

中坊，2015）．日本産ハナダイ科魚類内で本属は，背鰭鰭

条が X, 15–17，側線有孔鱗数が 36–38，体高が高い，背鰭

軟条が伸長しない，尾鰭が截形，および主上顎骨が有鱗

であることなどの特徴によって他属と識別される（瀬能，

2013；池田・中坊，2015; Gill et al., 2021a；本研究）．

Genus Serranocirrhitus Watanabe, 1949

ハナゴンベ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 2）：

ハナゴンベ Serranocirrhitus latus Watanabe, 1949（瀬能，

2013）．日本産ハナダイ科魚類内で本属は，背鰭鰭条が X, 

18–20，側線有孔鱗数が 33–38，体が強く側扁し，円形に

近い，および尾鰭が深い湾入形などの特徴によって他属と

識別される（瀬能，2013；本研究）．

Genus Tosana Smith and Pope, 1906

ヒメハナダイ属
日本産本属には以下の 1種のみが含まれる（Table 2）：

ヒメハナダイ Tosana niwae Smith and Pope, 1906（瀬能，

2013）．日本産ハナダイ科魚類内で本属は，背鰭鰭条が X, 

13–14，臀鰭軟条数が 6–7；胸鰭軟条数が 15–16、側線有孔

鱗数が 34–37，体高が低い，および尾鰭が深い湾入形など

の特徴によって他属と識別される（瀬能，2013; Gill et al., 

2021b；橋本ほか，2021；本研究）．

Genus Tosanoides Kamohara, 1953

イトヒキハナダイ属
日本産本属には以下の 2種が含まれる（Table 2）：イト

ヒキハナダイ Tosanoides filamentosus Kamohara, 1953とキ

シマハナダイ Tosanoides flavofasciatus Katayama and Masu-

da, 1980（瀬能，2013）．日本産ハナダイ科魚類内で本属

は，背鰭鰭条が X, 17，胸鰭軟条数が 13，側線有孔鱗数が

34–37，体が長円形，および尾鰭が深い湾入形などの特徴

によって他属と識別される（瀬能，2013；本研究）．

Subfamily Serraninae
ヒメコダイ亜科
日本産本亜科には 1属 4種が含まれる（Table 2）．

Genus Chelidoperca Boulenger, 1895

ヒメコダイ属
日本産本属には以下の 4種が含まれる（Table 2）：ヒメ

コダイ Chelidoperca hirundinacea (Valenciennes, 1831)，ホ

シヒメコダイ Chelidoperca pleurospilus (Günther, 1880)，ミ

ナミヒメコダイ Chelidoperca santosi Williams and Carpenter, 

2015， お よ び ト サ ヒ メ コ ダ イ Chelidoperca tosaensis 

Matsunuma, Yamakawa and Williams, 2017（瀬能，2013; Matsu-

numa et al., 2017；松沼ほか，2019; Matsunuma and Tashiro, 

2020）．日本産ハナダイ科魚類内で本属は，背鰭鰭条が X, 

9–10および体が細長く，円筒形に近いなどの特徴によっ

て他属と識別される（瀬能，2013; Matsunuma et al., 2017；

本研究）．

高次分類群の有効性に関する扱い
本研究では近年の分子系統学的知見に基づき，日本産

ハタ科魚類（sensu Senou, 2013）各種の帰属と高次分類群

の標準和名の安定化を目的に分類体系の再編成と標準和名

の検討をおこなったが，下記の一部の出版物による見解を

保留した．

Craig and Hastings (2007)，Zhuang et al. (2013)，Ma et 

al. (2016)，および Ma and Craig (2018)などはハタ亜科

Epinephelinae (groupers: sensu Craig et al., 2011)内の系統関

係を整理し，各種の帰属を分子系統関係に基づき変更さ

せた．それらが総括されたMa and Craig (2018)において，

日本産の種では，クロハタ Aethaloperca rogaaとタテスジ

ハタ Gracila albomarginataをユカタハタ属 Cephalopholis

に，アズキハタ Anyperodon leucogrammicusとサラサハタ

Chromileptes altivelisをアカハタ属 Epinephelusに，トビハ

タ Triso dermopterusをマハタ属 Hyporthodusに，コモンハ

タ Epinephelus epistictus，ホホスジハタ E. heniochus，ホウ

キハタ E. morrhua，イヤゴハタ E. poecilonotus，およびカ

ケハシハタ E. radiatusを Mycteroperca Gill, 1862に，およ

びヤマブキハタ Saloptia powelliをスジアラ属 Plectropomus

に帰属変更した．しかし，これらの分類体系は分子系統

学的には支持されているものの，新たな各属の形態的識
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別形質は明らかになっておらず，形態学に基づく系統類

縁関係のさらなる研究の進展が待たれる．そのため，本

研究では暫定的に Craig et al. (2011)，Parenti and Randall 

(2020)，および Fricke et al. (2022)の分類体系にしたがい

Aethaloperca，Gracila，Anyperodon，Chromileptes，Triso，

および Saloptiaを有効な属として扱った．また，ハナダ

イ科 Serranidaeに含まれる各分類群の多系統性も Smith 

and Craig (2007)や Gill et al. (2021b)などにより示されて

おり，本研究におけるハナダイ科 Serranidae内の分類体

系は今後の研究の進展により大きく変更される可能性も

高い．さらに，Fricke et al. (2022)は「Eschmeyer's Catalog 

of Fishes」 内 で，Serranidae，Anthiadidae，Epinephelidae，

Liopropomatidae（Liopropomatinae と Diploprioninae の 2 亜

科を含む），Grammistidae，および Niphonidaeを有効な科

とした．これは，Serranidae (sensu Smith and Craig, 2007)を

Anthiadidaeと Serranidaeの 2つの科に，Epinephelidae (sensu 

Smith and Craig, 2007) を Epinephelidae，Liopropomatidae，

および Grammistidaeの 3つの科に分割する見解であるが，

これらの科の分類体系は現在のところ Fricke et al. (2022)

以外で使用されておらず，各科についての詳細な検討はお

こなわれていないため，本研究では採用を見送った．

上記の通り，本研究で取り扱った分類群の系統類縁関

係は更なる研究の進展により変化する可能性が高い．その

ため，高次分類群における信頼性が高い系統仮説とそれを

裏付ける形態学的検討がなされる度に日本産種のそれに対

応する標準和名を適宜検討する必要がある．
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